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明

地域隣人間の親ぼくを

体育の日i玄、昭和初年6sIζ制定されたスポーγ仮興 O 

法により、国民の聞にひろ くスポーッについての理解と

関心を深めるとともに.積極的にスポーッをする意欲を

高めるために綾けられたものです.

本年度臨スポー γ猿興事業のー環として.董極貧地区が

モデル指定地区に還ばれました.

ζれを機会に地域虜人間の観lま〈を深め.健康で明る

い生活を樹立するため体育スポーツの生活化をはかり、

余恩を利用して、スポーフマン γヲプを体得し、スポ

ツを愛好する精神を培い、互いに悔カして運動を行う態

度を餐うため、各種スポーツ敏怠を関量、9Jj 7自には

袈子-<レーポール大会を実施し地相良住民の忽Iま〈を計り

ました。
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福
祉
手
当
の
新
設

認
定
申
請
は
叩
月
中

乙
の
た
び
、
重
度
障
害
者
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
福

祉
手
当
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

乙
れ
は
日
常
生
活
に
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
身
体

障
害
(
児
)
者
‘
重
度
の
精
神
薄

弱
(
児
)
者
に
対
し
て
月
額
四
千

円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す。手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

一
、
両
眼
の
視
力
の
和
が

0

・。
二
以
下
の
人

二
、
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用

い
て
も
音
声
を
識
別
す
る
乙
と

が
で
き
な
い
程
度
の
人
(
聴
力

損
失
が
九
十
デ
シ
ベ
ル
以
上
)

三
、
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

害
を
有
す
る
人

目
、
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠

く
人

五
、
両
下
肢
の
用
を
全
く
麗
し
た

人

六
、
両
大
腿
を
二
分
一
以
上
失
っ

た
人

七
、
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る

乙
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害

を
有
す
る
人

八
、
身
体
の
機
能
の
障
害
、
ま
た

は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要

と
す
る
病
状
で
日
常
生
活
の
用

を
弁
ず
る
乙
と
を
不
能
な
ら
し

め
る
程
度
の
人

九
、
精
神
の
障
害
に
よ
っ
て
日
常

生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と
認

め
ら
れ
る
程
度
の
人

十
、
身
体
の
機
能
の
障
害
、
若
し

く
は
病
状
、
ま
た
は
精
神
の
障

害
が
重
復
す
る
場
合
で
日
常
生

活
に
常
時
介
護
を
要
す
る
程
度

の
人
。

支
給
要
件
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叩

月

1
日

国

勢

調

査

で
す
。

-L 

人

も

れ

な

く

記

入

て
日
本
国
民
で
市
内
に
住
所
を
内
.

有

す

る

人

山

旧

小

型

船

舶

操

縦

士

の

二
、
廃
疾
を
支
給
事
由
と
す
る
給
~

付

で

国

民

年

金

主

基

づ

く

障

小

免

許

所

有

者

ヘ

害
福
祉
年
金
以
外
の
障
害
年
金
V

昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
五
日
級
)
に
切
換
え
ら
れ
る
経
過
措
置
~

を
受
け
て
い
る
人
は
除
く

V

以
前
に
取
得
さ
れ
た
小
型
船
舶
操
が
あ
り
ま
す
。

三
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
い
う
ヤV

縦
士
の
免
許
は
、
昭
和
五
十
九
年
受
講
希
望
者
は
十
月
三
十
一
日
川

身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
そ
の
日

i

v

五
月
二
十
六
日
以
降
は
失
効
し
ま
ま
で
に
市
農
林
水
産
課
へ
お
知
ら
山

他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
厚
生
ザV

す
が
、
そ
の
聞
に
所
定
の
講
習
を
せ
下
さ
い
。

省
令
で
定
め
る
も
の
に
収
容
さ

vY
つ
け
て
新
免
許
(
小
型
一
級
、
二

れ
て
い
る
人
は
除
く
。
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認
定
一語
議
書
の
提
出
期
限

十
月
三
十
一
日

認
定
請
求
書
提
出
の
時
に
戸
籍

抄
本
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

支
払
期
日

毎
年
一
月
、
五
月
、
九
月
の
三

期
に
前
月
ま
で
の
分
を
支
給
し
ま

す。
認
定
請
求
書
は
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

移
動
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

開
設
日
十
月
十
七
日
金
曜
日

午
前
九
時

t
午
後
三
時

場

所

竹

松

出

張

所

内

主
催
大
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
心
配
ご
と
相
談
所

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
い
で
下
さ
い
。

し

ま

し

よ

う

〔赤い羽根共同募金〕

みんなのご協力を

-10月1日からー

本
年
も
い
よ
い
よ
十
月
一
日
か

ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
ど
存
じ
の
と
お
り
、

乙
の
運
動
は
県
内
の
社
会
福
祉
を

す
す
め
る
た
め
の
募
金
運
動
と
し

て
唯
一
の
民
間
運
動
で
あ
り
、
全

国
統
一
の
「
国
民
総
ぐ
る
み
た
す

け
あ
い
」
の
行
事
で
も
あ
り
ま
す

身
寄
り
の
な
い
お
年
寄
り
ゃ
、

心
身
障
害
児
、
父
母
の
な
い
子
供

重
い
病
気
で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る

人
々
の
た
め
、
ど
協
力
ご
援
助
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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。

叩

月

刊

耳
と
言
葉
の
相
談
日

日

午
後

1
時

I
4時

福

祉

行政相談週間

苦情ゃ相談は
お気軽にどうぞ

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
は
公

正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
国
(
公
社
、

公
団
を
含
む
)
や
県
、
市
な
ど
の

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
テ
キ

パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い
。

不
親

切
な
扱
い
を
う
け
た
。

納
得
で
き

な
い
。
手
続
な
ど
が
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
役
所
に
対
す
る
苦

情
相
談
や
意
見
が
あ
る
人
は
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

乙
ん
な
と
き
気
軽
に
相
談
し
て

下
さ
い。

取
扱
い
は
無
料
で
、
ま
た
秘
密

に
し
た
い
人
は
希
望
に
そ
う
よ
う

に
し
ま
す
。

週
間
期
間
中
、
次
の
日
程
で
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。

十
月
十
三
日

午
前
九
時

t
午
後
三
時

中
地
区
公
民
館

第

セ

/ 

タ

1 8日1 0月 12 

十
月
十
四
日

午
前
九
時

t
午
後
三
時

市
役
所
市
民
相
談
室

回

国
勢
調
査
員

辞
令
、

同
勢
調
査
員
mv

辞
令
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メ
ダ
ル
な
ど
保
管

市
内
杭
出
津
郷
五
四
一

l
八
松

尾
秀
夫
さ
ん
(
会
社
員
)
は
、

大

正
九
年
に
国
勢
調
査
の
第
一

回
が

実
施
さ
れ
た
時
の
辞
令
と
記
念
章

の
証
ー

メ
ダ

ル
を
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。乙

れ
は
秀
夫
さ
ん
の
祖
父
吉
郎

さ
ん
の
も
の
で
、

吉
郎
さ
ん
は
明

治
初
年
ご
ろ
に
北
高
森
山
村
で
生

れ
、
森
山
村
の
村
会
議
員
、
信
用

組
合
の
理
事
な
ど
を
歴
任

S
れ、

村
で
も
学
識
経
験
者
の一

人
と
し

て
数
え
ら
れ
た
人
で
、

着
物
姿
で

出
勤
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

吉
郎
さ
ん
は
第

一
回
の
国
勢
調

査
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
村
で

も
調
査
員
が
三
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た

そ
う
で
、
現
在
の
人
口、

世
帯
な

ど
か
ら
比
較
し
て
当
時
の
調
査
が

想
像
さ
れ
ま
す
。

吉
郎
さ
ん
は
第
一
回
に
続
き
大

正
十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
第
二
回

土

問
一
み

ん

な

で

楽

し

く

一

一

一~第

一

市

民

祭

一

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
市
民
音
楽
中
地
区
公
民
館
、
市
社
会
教
育

…

一祭
を
、
今
年
は
大
村
市
音
楽
団
体

課

…

一
協
議
会
の
主
催
で
開
催
し
ま
す
。
出
演
者
(
団
体
)

一

一

み
ん
な
で
楽
し
く
で
き
る
音
楽

(
邦
楽
)
規
友
会
、
思
友
会
、
一

-
祭
を
つ
く
る
た
め
準
備
を
進
め
て

若
水
会
、

筑
紫
会
、
大
村
宮
城

一

~
い
ま
す

。

会

、
松
の
実
会

一

…
白
時
十
月
二
十
六
日
(
日
)

(器
楽
)
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

…

一

午

後

一
時

開

演

大

村

音

楽

同

好

会、

パ
l
ル
ハ

一

一
場
所
市
民
会

館

ワ

イ

ア

ン

ズ

一

一
入
場
料

無
料
。
た
だ
し
入
場
整

(
コ
ー
ラ
ス
)
大
村
少
年
合
唱

一

↑

理
券
が
必
要
で
す
の
で
次
の
所
団
、
大
村
混
声
合
唱
団
、
ヵ
ト
一

~
へ
ど
う
ぞ
。

レ
ア
グ
ル
ー
プ

一

.

各
出
演
団
体
、
市
民
相
談
室
、

(

声
楽
)
友
永
圭
子
・
和
恵
さ
ん
…

一
市
立
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、

一

の
調
査
員
も
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

際
の
感
謝
状
は
森
山
小
学
校
校
長

松
尾
善
次
郎
さ
ん

(
吉
郎
さ
ん
の

五
男
)
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秀
夫
さ
ん
の
父
鹿
雄
さ

ん

(森
山
町
居
住
)
も
第
十
回
の

.:0::. 
国

楽

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
さ
れ
た
そ

う

で

す

。

(
秀
夫
さ
ん
談
)

今
年
も
第
十
二
回
目
の
国
勢
調

査
に
あ
た
り
、
秀
夫
さ
ん
も
新
た

め
て
貴
重
な
も
の
と
し
て
大
切
に

保
管
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

④

④

①

④

⑥

①

 

お

元

気

で

す

か

?

保

健

婦

で

す

健
康
に
関
す
る
相
談
は
市
役
所
健
康
相
談
室
へ

(
詳
し
く
は
、
毎
月
十
五
日
号
の
市
政
だ
よ
り
を

ご
覧
下
さ
い
)
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一一寸

ト
)1; 

エ
ンヲ
'--

を

規

制

乱

用

防

止

を

シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
と
と
も
に

少
年
ら
の
薬
物
乱
用
の
役
割
を
し

て
い
た
「
ニ
ス
」
乙
の
ニ
ス
類
に

含
ま
れ
て
い
る
「
ト
ル
エ
ン
」
が

九
月
一
白
か
ら
法
の
規
制
を
受
け

る
乙
と
に
な
り
、
シ
ン
ナ
ー
類
と

と
も
に
乱
用
し
た
人
や
乱
用
者
に

販
売
し
た
人
に
は
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ナ
ー
類
の
乱
用
は
、
県
下

で
四
十
八
年
二
百
七
十
三
人
、
四

十
九
年
三
百
七
十
五
人
、
本
年
は

八
月
末
日
ま
で
に
三
百
四
十
人
が

ノ

少
年
セ

ン

タ

導
員
や
関
係
者
の
人
々
が
努
力
を

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
市
民
の
み
な

さ
ん
方
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。ム
少
年
ら
に
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド

[第4回〕

ニ
ス
類
を
販
売
す
る
時
は
使
用

目
的
を
確
か
め
る

ム
乱
用
者
を
見
た
ら
、
す
ぐ
警
察

に
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

知
識
情
報
を
提
供

一
般
消
費
者
を
対
象
に
、
く
ら

し
に
必
要
な
知
識
情
報
を
提
供
し

生
活
の
科
学
化
向
上
を
図
る
た
め

の
教
室
で
す
。

日
時
十
月
九
日
(
木
)

午
後
一
時
l
三
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

場
所

内
容

川
映
画
「
流
通
と
食
品
加
工
」

場肱』お這組睡Ir;'草 抽醤孟i孟j 喝 議論岨慣哩鼠松宮輔摂誠摺総量盈軍白川 ・

運組園陸幽 -邑滋窓際機織機

ベンチのすえ付作業をする従業員の

22 ンさ みなさん 5
2 乙チれ九

〈暴れ固た月
主主は 脚 ソ十 J 

J 烹九がフ 六 ヘ
E州 寄 ト目 、/
55電贈ボナ 竺

;の力さ l イ 主
大れ Jレタ 町τ
従村ま球~

J 業営し場 設 ソ削
員業たに備 内J

の所。ベ が つを

も さ電皆 L 守千

;委蓄 2Eえ 」賠
喜をも利が 小

ば利の用自 1 

れ用で し 分 t 

てすすてや
いる。ベ ち jし
ま 選 ンの T-i" 

す手 チ手 坤

。た をで 品目

ち 作古吻
に 成 い

。
10 

月

補
導
さ
れ
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
乱
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
青
少

年
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乱
用
に
よ
る
影
響
は
、
幻
視
、

幻
聴
に
始
ま
り
、
吐
き
気
や
け
い

れ
ん
な
ど
を
起
こ
し
、

重
症
の
場

合
は
脳
ま
で
侵
さ
れ
、
呼
吸
マ
ヒ

で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
乱
用
者
に
よ
る
事
故
、

事
件
が
発
生
し
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
も
青
少
年
を
薬
害
か
ら
守

る
た
め
に
警
察
を
始
め
、
少
年
補

lま

凶

器

用

~[! 

使

<.罪

防

止

月

問

く
ら
し
の
一
日
教
室

同
講
演
「
生
鮮
食
品
の
値
段
と

流
通」

長
崎
県
企
画
室
嘱
託

高
田
信
一
先
生

講
師

的
質
疑

苦
情
相
談
午
後
三
時
l
四
時

な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
ど
参
加
下

さ
い
。日

本
の
人
口
は
?

十
月
一
日
現
在
の
日
本
全
国
の

人
口
を
予
想
す
る
懸
賞
募
集
を
行

い
ま
す
。

応
募
要
領
市
政
だ
よ
り
九
月
十

五
日
号
に
掲
載
の
市
・
県
の
懸

賞
募
集
と
同
じ
要
領

一
人
十
万
円

賞
金

等

で

す

秋
の
合
同
グ
ル
ー
プ
展
を
聞
き

ま
す
。

期
間

「秋の合同グループ展「場
中四十

」 ー10月31日--11月4日一」望日 2
公十

二村友道画 l 花おフ参民 ー
グ 青 の 、 、 、 道 茶 ラ 加 館 日
Jレ年会菊手油、、ンゲ l 
l 団、、 芸絵 フ 草 ス ル 十
プの西陶、、ラ月刺

十大芸 書 南 ワ 流 繍 ブ 月

出
品
点
数七

百
点

な
お
、
期
間
中
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
を
聞
い
て
い
ま
す
。

二

等

一

人

五

万

円

三

等

一

人

二

万

円

残
念
賞
二
十
人
三
千
円

送
付
先
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ

橋
一
ー
一

l
一
毎
日
新
聞
社

事
業
部
「
人
口
予
想
係
」

締
切
十
月
十
五
日

(
当
日
消
印
有
効
)

一

郵

便

貯

金

一

一

奨

励

運

動

一

一

叩

月

1
日
か
ら
一

一
皆
さ
ん
の
生
活
に
結
び
つ
い
一

一
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
郵
便
一

~
貯
金
は
、
明
治
八
年
五
月
二
日
~

…
に
取
扱
い
を
開
始
し
て
本
年
で
…

一
百
年
に
な
り
、
現
在
高
も
二
十
…

一
一
兆
円
を
超
え
る
大
き
な
額
に
一

~
達
し
、
住
宅
の
建
設
、
公
害
防
~

…
止
、
生
活
環
境
、
施
設
の
充
実
一

一
中
小
企
業
の
近
代
化
、
道
路
・
一

一
文
教
施
設
の
拡
充
な
ど
社
会
全
-

↑
体
の
福
祉
の
向
上
と
経
済
の
発
↑

…
展
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
…

一
当
市
で
も
四
十
九
年
度
に
一
一

一
億
二
千
万
円
の
融
資
が
あ
り
‘
一

↑
融
資
残
高
は
十
三
億
一
千
四
百
↑

一
万
円
と
な
り
、
住
み
よ
い
郷
土
…

…
の
建
設
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
…

一

す

。

一

一
郵
政
省
で
は
郵
便
貯
金
が
国
-

↑
民
の
く
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
↑

…
く
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
し
…

一
て
い
る
乙
と
を
お
知
ら
せ
す
る
一

-
た
め
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
一

…
て
「
豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
…

…
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
…

一
励
運
動
」
を
十
月
一
日
か
ら
一
一

一
ヵ
月
間
全
国
で
実
施
し
ま
す
。
一

…
郵
便
貯
金
に
対
す
る
一
層
の
…

一
ど
理
解
と
ご
支
援
を

r願
い
し
一

一

ま

す

。

一



午
後

1
1
4時

福

祉

⑤ 

叩
月
刊
川

耳
と
一
言
葉
の
相
談
日

セ

1:: ノ

/ 

日

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

O
高
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は

昭
和
五
十
一
年
三
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

O
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
年
を

修
了
し
た
人
、
ま
た
は
昭
和
五

十
一
年
三
月
ま
で
に
修
了
す
る

見
込
み
の
人

O
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し

た
人

受
付
期
間
十
月
二
十
八
日

申
込
間
合
先
長
崎
市
松
カ
枝
町

七
l
二
十
九
長
崎
海
上
保
安

部
血
⑫
|
四
四

O
二

申
込
用
紙
請
求
先
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
ニ

l
十
一

l
一

人
事
院
九
州
事
務
局

昭和50年10月 1日
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月日(曜)¥実施場所 |実施時間

10月(月6)日1住中地民区センター 110:00-15:00

10月7日
福重出張所 10:30-11:30
富ノ原公民館 13:00-14:00

(火〉
植松公民館 !14:30-15:00 

10月8日
諏訪公民館 10:00-11:30 
池田公民館 13:30-14:20 

〈水〉
徴神堂前広場 14: 40.......15: 10 

10月9日東光寺公民館 11:15-11:30
(木) 松原出張所 13:00-14: 00 

武留路公民館 14:30-15:00
10(月月13)日1竹松出張所 110:00-15:00

黒木ノイス終点 10:00-10:15 
黒木小学校下 10:30-11:00 

10月14日 久良原営林署 11:15-11:30 

(火〉
菅瀬出張所 13: 00-14: 00 
南川内(鶴本宅前)14:15.......14:30 
萱瀬小学校 14: 50-15: 10 
農協第一支所 115:20-16:00

10月(水1)5日1大村保健所 110:00-15:00

※ 12時から13時までは休けいします。

9月15日号掲載済み

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

し

ら

せ

お

午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

下
さ
い
。

園
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料
登
録
(
五
十
年
度
未
済

分
)
一
頭
三
百
円

注

射

一

頭

四

百

円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ

注
射
と
検
診

日 マ 対圃 ・
時 てれ月の象。 I -'-

午いの か 人 11月日|時間 |場所 |対 象( 霊
前十な 、 蔵 1._ _ _ I Q.QO_11'00'1 ._ I 蹄
在旦 γ で里忍型賃 !日月 9 日 113:iiこii:1~ I 竹松出張所 | 乳幼児 l z 
E干今{四詰半壁両函19:30.......11:001鈴田出張所 |妊婦と乳幼児 |健 手L
去合 語ZE左喜岡21B i 9:30-1川松原出張所 I 1/ 康完

診年十四? 末 |一一一~I -------1 ，-"..~._." 1- -- -
十火 を三六月盃 110月23日113:30-15: 001萱瀬出張所 |乳幼児 |相の
ー"-"受月年生 |一 | | I ":J U JYJ ./U 

時 け生十れ ‘ 談

け
て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
#
右
表
の
と
お
り
。

圃
犬
の
避
妊
を

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

間
中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
o

vオ
ス

一

頭

当
り
手
術
料
三

千
円
(
飼
い
主

二
千
五
百
円
負

担
)

企
メ
ス
一
頭

当
り
手
術
科
六

千
円
(
飼
い
主

五
千
円
負
担
)

※
希
望
者
は
印

鑑
持
参
の
上
予

防
接
種
会
場
で

申
込
み
下
さ
い

ロ
作
品
の
前
に
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
(
読
書
感
想
文

に
あ
っ
て
は
文
の
後
に
書
名
、

著
者
名
)
を
記
入
の
乙
と

ハ
作
品
は
返
却
し
な
い

そ
の
他
十
優
れ
た
作
品
は
「
読
書

感
想
文
集
」
に
登
載
し
て
、
そ

の
文
集
を
贈
呈
す
る
。

募

集

圃
読
書
感
想
文
を
募
集

秋
の
読
書
週
間
が
十
月
二
十
七

日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
、
全
国

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
市
立
図

書
館
で
も
こ
の
週
間
行
事
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
読
書
感
想

-
訓
練
生
二
カ
年
制
)
を

募

集

募
集
科
目
溶
接
科
、
自
動
車
整

備
科
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
科

入
校
資
格
高
卒
者
で
心
身
共
に

健
全
(
色
神
正
常
)
で
技
能
修

得
意
欲
の
あ
る
人

応
募
手
続
入
校
願
書
、
健
康
診

断
書
、
学
校
成
績
証
明
書
を
本

校
、
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い

願
書
の
受
付
期
限
十
月
十
八
日

問
合
せ
諌
早
市
小
船
越
町
一
一

一
三
国
立
長
崎
総
合
高
等
職

業
訓
練
校
皿
②
|
二
三
二
三

おおむら

-
園
児
募
集

十
月
十
五
日
か
ら
次
の
幼
稚
園

で
は
、
来
年
度
の
募
集
要
項
の
配

布
を
し
ま
す
の
で
問
合
せ
下
さ
い

星
美
幼
稚
園
血
②

l
二
四
七
三

向
陽
幼
稚
圏
皿
③
l
四
八
二

O

日|診療稗目 i医院名 |所在地 |電話

51見科内君日叫:11;i

d 詰|宮崎府

1rql韓 EE

叩議実勢[語雲閣支j間11:iiii

文
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
社
会
人
(
市
内

応
募
資
格

在
住
者
)

テ
l
マ
題
名
は
自
由
で
す
。

(
読
書
感
想
・
読
書
生
活
、
そ

の
他
読
書
に
関
す
る
も
の
)

原
稿
枚
数
回
百
字
詰
五
枚
程
度

原
稿
締
切
十
一
月
三
十
日

送
付
先
武
部
郷
三
二
三

市
立
図
書
館

応
募
方
法

イ
作
品
は
一
人
一
点

の日 曜当番医

午前9時~午後6時

市政だより

大
学
校

圃
海
上
保
安

学

校

学
生
を
募
集

受
験
資
格
昭
和
二
十
七
年
四
月

二
日
(
大
学
校
学
生
は
暗
和
三

十
年
)
以
降
生
れ
た
男
子
で
次

※診療時間

10月

(5) 
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(6) 

試

験

河
野
忠
博
先
生

申
込
十
月
十
八
日
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
.
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

申
込
先
中
央
公
民
館
「
歴
史
講

座
」
係

-
生
き
が
い
論
講
座

日
時
十
月
二
十
一
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

受
講
料
無
料

内
容
「
私
の
生
き
が
い
を
語
る
」

講
師
陶
芸
三
ニ
彩
の
里
、
社
長

江
口
望
洋
先
生

申
込
十
月
十
五
日
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
電
話
番
号
を
記

入
し
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
先
久
原
郷
一
の
一
中
央

‘，
z
，z
，、
f
・2

，t.---e
、J
u
z
.
、3--'
L
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-
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t
.
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d
E
r
・-hr
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へ

V

ν

|

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

、

い

ご

ざ

い

ま

し

た

|

ゲ

J
 

F

川

~

老

人

福

祉

資

金

へ

老

人

ハ

ハ
ム
公
明
党
大
村
支
部
婦
人
部
か
ら
ム
本
町
貞
松
時
計
庖
か
ら
老
人
福
~‘

 

い
街
頭
募
金
三
万
四
千
五
百
円
を
祉
セ
ン
タ
ー
と
清
和
国
に
老
眼
此-

r敬
老

金

を

そ

の

ま

ま

寄

付

、

一

鏡

二

十

個

を

一

fat--
、，ニ・ご
E

、
f
a
t
e----J3
・3
2
-
z
t
f・
r，-・
2〉
l

・h
・-三〈
-Eta--r
〉
at--k，.・
1

・f
一

-
行
政
書
士
試
験

日
時
十
一
月
二
十
日

午
前
十
時

I
午
後
四
時

場
所
長
崎
県
庁
、
県
北
振
興
局

受
付
期
間
十
月
三
十
一
日
ま
で

※
受
験
手
続
、
そ
の
他
詳
し
く
は

長
崎
市
江
戸
町
二
1
十
三

長
崎
県
総
務
部
総
務
学
事
課

E
@
l
一
一
一
一

講

習

会

園
大
村
の
歴
史
講
座

日
時
十
月
二
十
八
日

l
五
十
一

年
三
月
二
十
三
日
、
毎
月
第
二

四
火
曜
日
、
午
後
七
時

t
九
時

場
所
中
央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

定
員
三
十
人

講
師
文
化
財
審
議
会
委
員

公
民
館
「
生
き
が
い
論
講
座
」

係

血

②

l
四
三
二
一

催

し

も

の

園
秋
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
ゲ

日
時
十
月
十
九
日

午
前
八
時
三
十
分
集
合

コ
l
ス
坂
口
|
米
山
l
高
良
谷

放
牧
場
方
面

集
合
場
所
三
城
遊
園
地
(
パ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
前
)

参
加
費
大
人
三
百
円
(
パ
ス
往

復
運
賃
)

携
行
品
弁
当
、
水
筒
、
簡
易
雨

具
な
ど

主
催
市
体
育
課
、
大
村
山
岳
会

圃
市
民
軟
式
庭
球
大
会

日
時
十
月
十
日
午
前
九
時

場
所
大
村
市
営
コ

l
ト

種
目

A
・
B
-
C
に
よ
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
区
分

の
う
え
申
込
み
下
さ
い
。

料

金

無

料

申
込
十
月
七
日
ま
で
に
大
村
ス

ポ

l
ツ
社
へ

園
柔
道
教
室

対
象
一
般
、
高
、
中
、
小
学
生

毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六
時

i
八
時

(
小
学
生
は
午
後
七
時
ま
で
)

場
所
市
民
体
育
館

連
絡
先
練
習
日
は
体
育
館

(
血
③
|
一
五
五
二
)
ま
た
は

竹
松
本
町
浦
山
方
(
血
①
|

七
八
一
一
)
へ

日
時

圃
少
年
・
少
女
ヨ
ヴ
ト

教

室

日
時
十
月
十
八
日
か
ら
十
一
月

中
の
レ

l
ス
開
催
日
の
土
・
日

曜
日
午
後
四

t
五
時
三
十
分

場
所
競
艇
場
レ

i
ス
コ

l
ス
内

参
加
資
格
市
内
の
中
学
生

(
保
護
者
同
伴
を
希
望
)

参
加
料
無
料

申
込
方
法
十
月
十
日
ま
で
に
往

復
は
が
き
で
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
、
保
護

者
の
記
名
、
捺
印
し
主
催
者
へ

主
催
社
団
法
人
長
崎
県
モ
!
タ

ー
ボ
1
ト
競
走
会
玖
島
郷
一

五
血
②
|
六
一
九
四

圃
ミ
ス
と
ミ
セ
ス
の

た
め
の
健
康
ク
ラ
ブ

日
時
十
月
か
ら
毎
週
金
曜
日

午
後
七
時

1
九
時

市
民
体
育
館

四
十
人

月
五
百
円

会定場
費員所

申
込
十
月
十
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
で
古
町
五
区
六
六
五
、
浜

岸
豊
美
あ
て
(
電
話
で
も
可
)

血
③

l
二
七
四
八

の

他

圃
未
組
織
労
働
者
ヘ

生
活
資
金
、
住
宅
資
金

貸

付

利
用
資
格

ィ
、
二
十
歳
以
上
で
県
内
に
居
住

し
県
内
の
同
一
事
業
所
に
三
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
未
組
織
労

働
者
。
た
だ
し
、
勤
め
先
の
廃

業
倒
産
な
ど
に
よ
り
転
職
し
た

場
合
は
前
事
業
所
の
勤
務
期
間

を
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る

口
、
県
内
に
三
年
以
上
生
活
の
本

拠
を
お
き
、
出
稼
な
ど
に
よ
り

他
県
の
事
業
所
(
船
舶
を
含
む
)

に
勤
務
し
て
い
る
人
。

保
障
す
る
資
金
の
種
類
、
金
額
、

償
還
期
限

イ
住
宅
取
得
資
金
、
新
築
購
入
資

金
、
三
百
万
円
ま
で
、
木
造
十

八
年
、
耐
火
構
造
、
二
十
五
年

ロ
住
宅
改
良
資
金
:
・
増
改
築
、
修

繕
な
ど
の
資
金
、
百
万
円
ま
で

五
年

ハ
生
活
資
金
:
・
医
療
、
冠
婚
葬
祭

そ
の
他
緊
急
に
必
要
な

T

資
金

h

五
十
万
円
ま
で
'
三
年

、

申
込
窓
口
十
八
銀
行
、
親
和
銀

行
、
労
働
金
庫
の
各
本
・
支
居

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
へ

圃
パ
ス
経
路
の
変
更

県
営
パ
ス
で
は
十
月
一
日
か
ら

従
来
の
杭
出
津
経
由
線
の
経
路
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

新
経
路
大
村
タ
ー
ミ
ナ
ル
|
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
|
杭
出
津
住
宅

前
|
上
杭
出
津

l
西
大
村
農
協
前

旧
経
路
大
村
タ
ー
ミ
ナ
ル

l
本

町
1

本
町
四
丁
目
1

新
城
入
口

l
杭
出
津
l
西
大
村
農
協
前

お

び

わ

ム
市
政
だ
よ
り
九
月
十
五
日
号
に

掲
載
し
ま
し
た
原
爆
被
爆
の
方
に

お
知
ら
せ
の
中
で
、
葬
祭
料
「
月

額
三
万
三
千
円
」
は
三
時
金
三

万
三
千
円
」
の
誤
り
で
す
の
で
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ム
市
政
だ
よ
り
九
月
十
五
日
号
に

掲
載
し
ま
し
た
「
日
本
犬
保
存
会

長
崎
支
部
展
」
の
中
で
、
開
催
日

「
十
月
十
日
」
は
「
十
月
五
日
」
(

日
)
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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